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３．衛生部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

保 健 衛 生 スマートフォンやタブレット保健情報システム整備事業

総 務 費 （WEB健診予約システム） 端末からいつでも健診の申込が

987,632,112 できるため、電話での申込や問

WEB利用開始（令和元年12月１日～） い合わせ対応等の業務が軽減。

予約者：７人 また、働き盛りの年代の方の

健診や健康に対する興味や関心

を持つきっかけとなっている。

乳幼児の疾病、障がいの予防乳幼児健康診査

（単位：人、％） 及び早期発見、早期治療を目的

に各種乳幼児健康診査、保健指

区 分 対象者数 受診者数 受 診 率 導を実施することにより心身両

面から母子の健康増進を図った。

1 0か月児健康診査 344 328 95.3

査 386 383 99.2１歳６か月児健康診

２ 歳 児 健 康 診 査 358 345 96.3

３ 歳 児 健 康 診 査 397 392 98.7

抵抗力の弱い乳幼児期におけ乳幼児等医療費給付事業

る疾患の早期発見及び治療と、

・全員に所得制限あり（国保乳児除く） 父母等の経済的負担の軽減を目

・０歳～就学前児：通院医療費、入院医療費 的に乳幼児の医療費を給付し

・小中学生：入院医療費 た。

○ 扶助費 （単位：件、円）

区 分 件 数 金 額

０歳 2,471 13,837,220

１歳 2,868 12,347,633

２歳 2,445 10,097,157

３歳 2,742 9,911,436

４歳 2,522 8,195,510

５歳 2,499 8,355,038

就学前 1,155 4,070,028

小学生 28 1,234,552

中学生 3 168,160

計 16,733 68,216,734
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

健 康 増 進 費 健康増進法に基づく健康診査健康診査及びがん検診追加

84,787,093 （単位：人、％） 及び各種事業と各種がん検診を

実施し、病気の予防及び早期発

健 康 胃がん 大腸がん 肺がん 子宮頸 乳がん 見に努めた。

区分 診 査 検 診 検 診 検 診 が ん 検 診

検 診

受 1,469 1,945 1,856
男 23

690 1,110 985

診

1,966 2,944 2,692 2,502 1,679
女 43

者 988 1,865 1,567 1,940 1,252

3,435 4,889 4,548 2,502 1,679
計 66

1,678 2,975 2,552 1,940 1,252

対象者 1,480 16,563 24,269 24,269 16,738 12,128

受診率 4.5 ※14.0 ※12.3 ※10.5 ※16.7 ※20.3

※受診者下段は受診率算定の対象となる受診者数

※大腸がん・肺がん検診は当該年度の40～69歳の受診者から算出

※胃がん・子宮頸がん・乳がん検診の受診率は、前年度と当該年

度の受診者から２年連続受診者を除いて算出

（胃がん50～69歳、子宮頸がん20～69歳、乳がん40～69歳）

年度内40歳から70歳までの５骨密度検診

歳刻みの女性を対象に、骨粗鬆

受診者 377 人 症の予防及び早期発見を目的に

対象者 3,005 人 実施した。

受診率 12.5 ％

年度内40歳から70歳までの５歯周疾患検診

歳刻みの方を対象に、口腔機能

受診者 195 人 の確保と日常生活におけるQOL

対象者 5,885 人 の向上を目的として実施した。

受診率 3.3 ％

40歳以上の未受診者等を対象肝炎ウイルス検診

に、肝炎対策の一環として実施

受診者 814 人 した。

対象者 12,997 人

受診率 6.3 ％

結核の予防、早期発見のため結核検診

実施した。

受診者 22 人
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

健 康 増 進 費 市内各種イベント会場や商業むつ☆健康チェッカーズ事業

（続き） 施設等に健康機器を持って出向

実施回数 56 回 き「ちょっと立ち寄って測定」

参加者数 1,623 人 の機会を作ることで自分の身体

のことを知り、健康づくりを考

えてもらうきっかけとした。

野菜摂取と減塩を始めとする食の健康づくり事業

食生活改善について普及啓発を（ベジタブル350・ちょこっと減塩プロジェクト、ヘルシーバランス弁当）

行うことにより、バランスのよ

食の健康づくり講演会 受講者数 111 人 い食生活を通した健康づくりの

ベジたべ＆ちょこっと減塩講座 12 回 受講者数 245 人 推進を図る。

野菜350グラム計測・塩分チェック ９ 回 利用者数 375 人 また、ヘルシーバランス弁当

1日分の野菜セットの配付 ４ 回 配布数 200 食 の普及により、食生活を改善す

だし活・減塩みそ汁の試飲 ５ 回 試飲者数 640 人 る市民が増えることをねらいと

むつ☆食べ物クイズラリー ２ 回 実施者数 400 人 する。

ステッカー・ポスター配付 市内スーパー 14 店舗

ヘルシーバランス弁当の販売 販売店 ４ 店舗

販売数 3,670 食

（ 累 計 13,625 食）

ヘルシーバランス弁当調理実習等 ５ 回 受講者数 52 人
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

予 防 費 （単位：人、％） 予防接種法に基づき、乳幼児定期予防接種

127,475,339 から就学児童・生徒、高齢者に

至るまで予防接種を実施するこ

とにより感染のおそれがある疾

病の発生及びまん延を予防し、

公衆衛生の向上に寄与した。

種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

麻しん 371 333 89.8１歳～２歳に至るまでの １回接種

間にある者風しん

419 400 95.5就学の前年 １回接種

生後３～９０か月に至る １期追加ポリオ

1 1 100.0までの間にある者 １期初回３～８週間隔で３回接種、

３回目終了後 １２～１８か月の間

に１回接種

二種混合 422 384 91.0１１歳～１３歳未満 １回接種

ＢＣＧ 332 324 97.6３か月～１歳に至るまで １回接種

ある者の間に

日本脳炎 1,037 737 71.1３歳～７歳６か月に至る １期初回

までの間にある者 ３～８週間隔で２回接種

565 375 66.4１期追加

１期初回２回目終了後1年間隔

をあけ1回接種

692 549 79.3９歳～２０歳未満 ２期 １回接種

四種混合 1,197 1,012 84.5生後３～９０か月に至る １期 初回

までの間にある者 ３～８週間隔で３回

１期 追加

589 388 65.9１期初回３回目終了後１２～

１８か月の間に１回接種

中学１年生～高校１年生 ２価 １か月間隔で２回接種、※1

子宮頸がん 2女子 １回目の接種から６か月

後に３回目の接種

４価 ２か月間隔で２回接種、

１回目の接種から６か月

後に３回目の接種

※１ 子宮頸がんワクチン接種は、平成25年６月14日から積極的な接種勧奨を差し控えているが、

接種を希望する場合は定期接種として受けることができる。
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

予 防 費

（続き） 種 類 対象年齢等 接種回数 対象者数 接種者数 接種率

生後２か月～６０か月に １回～４回

ヒ ブ 1,544 1,250 81.0至るまでの間にある者 （接種開始時の年齢によって

接種回数が変わる ）。

生後２か月～６０か月に １回～４回

小 児 用 1,614 1,272 78.8至るまでの間にある者 （接種開始時の年齢によって

接種回数が変わる ）肺炎球菌 。

水 痘 １回目 391 331 84.7１歳～３歳に至るまでの

間にある者

２回目

413 359 86.9１回目から６か月の間隔をあけて

１回接種

Ｂ型肝炎 １回目 345 303 87.8生後２か月～１歳に至る

までの間にある者

２回目

361 314 87.0１回目から４週間以上の間隔をあ

けて接種

３回目

383 315 82.2１回目から５か月以上の間隔をあ

けて接種

高齢者用 １回平成31年３月31日現在100歳以上

肺炎球菌 2,277 612 26.965歳,70歳,75歳,80歳,85歳,90歳,

95歳,100歳で接種歴がない者

60歳～64歳で一定の

障がいがある者

高齢者 接種日現在 １回

65歳以上の者 19,008 10,855 57.1インフルエンザ

60歳～64歳で一定の

障がいがある者

インフルエンザワクチン接種インフルエンザワクチン接種費用助成金

事業実施要綱に基づ費用助成

き、接種費用助成を実施。助成対象者：生後６か月から小学６年生

ワクチン接種費用にかかる軽

減措置を講じ、感染の拡大防接 種 者：3,051 人

止、重症化予防を図った。

風しん抗体検査及びワクチン成人風しん抗体検査・予防接種費用助成金

接種費用助成事業実施要綱に基

助成対象者：妊娠を希望する女性、風しん抗体価が低い妊婦 づき、費用助成を実施し、検査

の夫及び同居家族 及びワクチン接種費用の軽減、

（ただし、ワクチン接種歴、抗体検査受診歴、 感染及び先天性風しん症候群の

罹患歴がある者は除く ） 予防を図った。。

抗体検査受診者： 20人

ワクチン被接種者： ７人
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

予 防 費 乳幼児任意予防接種費用助成乳幼児任意予防接種費用助成金

（続き） 事業実施要綱に基づき、費用の

ロタウイルスワクチン、おたふくかぜワクチンの接種費用の一 一部助成を実施し、接種費用の

部助成を実施。 軽減、感染予防、まん延防止及

び重症化予防を図った。

接種者

・ロタウイルス（１価） 306人

・ロタウイルス（５価） 280人

・おたふくかぜ 301人

風しんの抗体保有率の低い昭風しん追加的対策

和37年４月２日から昭和54年４

令和元年度無料クーポン券送付対象者 月１日の間に生まれた男性を令

昭和47年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性 和４年３月31日までの期間に限

り、予防接種法の定期接種の対

・抗体検査受検者数 538人 象とし、抗体検査を受け、抗体

うち予防接種対象者数 109人 価の低い場合に予防接種を実施

・予防接種実施者数 94人 した。

母 子 衛 生 費 妊婦を対象に、医療機関での妊婦委託健康診査

125,499,654 定期健康診査を実施。基本的健

実人員 465人 康診査14回分と超音波検査等の

延人員 3,613人 一部検査を公費負担すること

で、経済的負担の軽減と妊婦の

健康増進を図った。

1,294,930円 子どもを望む夫婦の経済的な特定不妊治療費助成事業

負担を軽減することができた。

「青森県特定不妊治療費助成事業」を活用し、保険外診療の特定

不妊治療を行っている夫婦の経済的な負担軽減を目的として実施。

申請件数：26件、申請実人数：15人

妊娠期から子育て期にわたる子育て世代包括支援センタープレオープン事業

4,705,098円 様々なニーズに対応し、この時

期を安心して過ごせるよう、関

＜実施体制の整備＞ 係機関と連携しながら切れ目の

○子育てコンシェルジュの配置 ない支援を提供する「子育て世

○県内先進地視察（平川市・三沢市） 代包括支援センター」の令和２

○子育て支援に関連する部署の職員から構成された庁内プロジェ 年４月開設に向けた体制整備を

クトチームによる検討会を開催。 行い、準備を整えることができ

＜各種様式の検討＞ た。令和２年４月１日開設。

○アセスメントシート、支援プラン様式、台帳等の整備

＜関係機関との連携体制の整備＞

○関係部署及び関係機関との情報共有・支援検討の機会の設定

（部内情報共有、医療機関や療育機関等との情報共有）

＜環境整備＞

○看板、相談室の整備

＜その他＞

○試行的事業の実施（産前産後サポート事業）
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

母 子 衛 生 費 ハイリスク妊産婦等の経済的ハイリスク妊産婦アクセス支援助成金交付事業

（続き） 365,925円 な負担を軽減することができた。

遠方の周産期母子医療センターへ、通院等するハイリスク妊産婦

及び新生児がＮＩＣＵ等へ入院した場合の面会に要した交通費の一

部を助成し、経済的な負担軽減を目的として実施。

申請件数：９件 (前年度からの継続申請２件)

斎 場 管 理 費 人間の「死」という最後のと市内４斎場管理

32,604,014 きに、もっとも大切な家族や親

○火葬業務委託 委託契約額 12,818,400円 しい人々とのお別れの場として、

※H30より火葬業務委託一本化 清潔で厳粛な斎場を供した。

○利用状況

火 葬 件 数（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

待 合 室

地区名 12歳以上 12歳未満 死産児 動 物人体の一部 改葬のため

総数 利用者数

市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外 市内 市外

む つ 608 597 4 0 0 2 0 5 0 0 0 10,566 人

川 内 381 74 0 0 0 2 0 1 0 0 0 296 8 2,026 人

大 畑 158 157 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2,125 人

脇野沢 26 26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 401 人

全 体 1,173 854 4 0 0 4 1 6 0 0 0 296 8 15,118 人

※むつ市斎場の人体の一部（むつ病標本１件）は上記実績に含まず

○修繕工事

【むつ市斎場・大畑斎場・脇野沢斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 4,428,000円

①むつ市斎場

１・２号炉セラミック張替、２号炉霊台車耐火物取替、

２号炉バーナータイル等取替、火葬炉部品取替

１・２号炉断熱扉耐火物取替、

②大畑斎場

１号炉主燃焼炉及び断熱扉セラミック張替、

１号炉誘引送風機ベルマウス取替、火葬炉部品取替

③脇野沢斎場

台車耐火物取替

【川内斎場】

・火葬施設修繕工事 工事請負費 1,210,000円

動物炉再燃炉バーナ廻り及び前絞り補修、棺受金物交換
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

じ ん 芥 処 理 費 220,683,708円 家庭から分別排出されたごみ一般廃棄物収集運搬業務

1,786,721,583 の収集運搬を行うことにより、

○家庭ごみ収集量 12,711.00ｔ 生活環境の保全に寄与した。

○一般廃棄物収集運搬業務委託料 220,591,908円

家庭ごみ収集運搬量推移 （単位：ｔ）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

収集運搬量 13,344.82 13,231.86 12,711.00

○ごみ集積所用看板・ネット購入費 91,800円

42,170,718円 市指定ごみ袋の有料制によ市指定ごみ袋関係業務

り、家庭から排出されるごみの

○市指定ごみ袋等製作費 29,370,348円 減量化を図った。

可燃・大 2,000,000 枚

可燃・小 90,000 枚

不燃・大 0 枚

不燃・小 0 枚

資源・大 70,000 枚

資源・小 0 枚

ボランティア袋 15,000 枚

粗大ごみ処理券 2,000 枚

○市指定ごみ袋等取扱委託料 11,065,290円

○市指定ごみ袋等配達業務委託料 1,713,480円

15,863,579円 資源ごみの回収団体及び回収資源ごみ回収奨励金交付

業者に奨励金を交付し、リサイ

○資源ごみ集団回収量 1,231,883㎏ クルに対する意識の高揚に努

めた。

○資源ごみ回収奨励金 15,398,045円

・資源ごみ回収団体奨励金

登録団体 84団体(交付有)

資源ごみ回収量１㎏当たり 6円

交付金額 7,390,812円

・資源ごみ回収業者奨励金

登録業者 ２業者

資源ごみ回収量１㎏当たり

第１・第２四半期 6.0円

第３・第４四半期 6.5円

交付金額 8,007,233円

○関連経費

・資源ごみ集団回収場所用消耗品購入費 103,674円

・ごみ収集・集団回収カレンダー等製作費 361,860円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

資源ごみ集団回収量推移じ ん 芥 処 理 費

（続き） （単位：kg）

資 源 回 収 量

品 名

平成29年度 平成30年度 令和元年度

新 聞 紙 346,363 323,096 285,421

可 雑 誌 類 198,572 189,645 166,100

156,031 142,375 117,800チラシ・包装紙類

ダンボール類 313,362 293,289 264,087

燃 牛 乳 パ ッ ク 10,822 10,144 8,870

布 類 49 17 29

ペットボトル 71,547 73,498 75,939

物 白 色 ト レ イ 3,362 3,438 3,528

小 計 1,100,108 1,035,502 921,774

ス チ ー ル 缶 43,305 40,459 39,151

ア ル ミ 缶 56,110 54,760 56,077

不 一 升 び ん 16,656 15,870 14,035

ビ ー ル び ん 3,509 3,180 3,157

燃 鉄 類 25,503 26,631 21,418

無 色 の び ん 68,550 65,575 60,344

物 茶 色 の び ん 89,882 84,464 81,731

その他のびん 36,293 35,039 34,196

小 計 339,808 325,978 310,109

合 計 1,439,916 1,361,480 1,231,883
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

じ ん 芥 処 理 費 53,269,067円 市内各地区４か所に所在する一般廃棄物最終処分場管理業務

（続き） 一般廃棄物最終処分場の施設

○草刈り作業員等賃金 428,544円 管理及び周辺環境の監視を行う

○最終処分場施設等運転管理業務等 31,985,075円 ことにより、環境の保全を図った。

○環境調査業務 8,208,550円

○維持管理用消耗品・薬品購入費及び光熱水費 8,139,465円

○覆土用土砂 297,104円

○各種法定検査手数料及び通信運搬費 580,329円

○施設修繕工事費 3,630,000円

1,447,848,000円 ごみやし尿は、それぞれ下北下北地域広域行政事務組合負担金

地域広域行政事務組合所管の

○じん芥処理費負担金 929,506,000円 「アックス・グリーン」と「む

つ衛生センター」において処理

○じん芥処理施設公債費負担金 747,000円 されている。

ごみ処理量推移 （単位：ｔ）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

生活系ごみ 14,436.01 14,472.53 14,268.22

事業系ごみ 7,549.09 7,477.06 7,434.12

総 処 理 量 21,985.10 21,949.59 21,702.34

(ごみ種内訳)

可 燃 ご み 19,379.60 19,396.65 19,199.52

不 燃 ご み 934.81 948.11 914.17

粗 大 ご み 661.54 679.91 709.04

資 源 ご み 979.25 904.67 865.05

そ の 他 29.90 20.25 14.56

○し尿処理費負担金 366,915,000円

○し尿処理施設公債費負担金 150,680,000円

し尿・浄化槽汚泥処理量推移 （単位：kl）

平成29年度 平成30年度 令和元年度

処 理 量 42,244 42,132 42,601
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

じ ん 芥 処 理 費 1,515,835円 家庭の生ごみから堆肥を製地域循環型社会ジオサイクル推進事業

（続き） 造し、家庭菜園等で利用する取

組により、ごみの削減及びリサ

○生ごみ回収量 1,074kg イクルに対する意識の高揚に努

○堆肥製造量 177kg めた。

○生ごみ処理機維持管理業務委託料 1,432,260円

○生ごみ回収場所用消耗品等購入費 1,735円

○堆肥分析手数料 81,840円
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４．労働部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

労 働 諸 費 公益社団法人むつ市シルバー高年齢者職業能力開発事業

人材センターが行う高年齢者就11,945,218

就業○公益社団法人むつ市シルバー人材センター補助金 業機会提供事業、高年齢者

し、高年機会確保事業等に補助

年 度 補 助 金 額 齢者の就労機会の拡大を図った。

平成27年度 9,485,486 円

平成28年度 9,426,286 円

平成29年度 9,371,492 円

平成30年度 9,317,231 円

令和元年度 9,262,498 円

○公益 団 会員数の推移社 法人むつ市シルバー人材センター

年 度 会 員 数

平成29年度末現在 555 人

平成30年度末現在 577 人

令和元年度末現在 587 人
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５．農林水産部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

農 業 振 興 費 経営所得安定対策直接支払制むつ市経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金

36,124,525 度の円滑な実施により、農家経

経営所得安定対策事業に関して推進活動や要件確認等を行うむつ 営の安定につながった。

市地域農業再生協議会に対し、円滑に実施するために必要となる経

費への助成を行う。

・事業主体 むつ市地域農業再生協議会

・申請件数 む つ 地 区 42件 48,886a

川 内 地 区 13件 3,819a

大 畑 地 区 1件 138a

脇野沢地区 1件 2,184a

合計 57件 55,027a 補助金 1,712,000円

地域に根付こうとしている農農業次世代人材投資事業（旧青年就農給付金事業）

業者への支援として、効果的で

次世代を担う農業者になることを志向する者に対し、年間150万 あり、就農予定者が増加する傾

円（夫婦型は1.5倍）の資金を5年間交付することで、不安定になり 向にある。

がちな独立直後の経営を支援し地域農業の担い手を確保する。

・交付金額 18,000,000円

・交付対象人数 14人

中山間地域等での集落協定に中山間地域等直接支払交付金

基づく活動により耕作放棄地の

中山間地域における耕作放棄地の発生を防止し、農業・農村の有 防止、農地の多面的機能の確保

する多面的機能を確保するため集落協定に基づく活動を支援した。 が図られた。

・交 付 金 2,539,368円

・協 定 数 2協定

・交付対象面積 31.7ha

農地の流動化の促進、管理耕脇野沢農業振興公社運営事業費補助金

作等により地域農業の安定が図

農地管理、担い手の育成、農業資源の活用による地域の活性化等 られた。

に支援し、運営の安定化を図った。

・管理運営事業 2,019,000円

・農地利用集積円滑化事業 4,104,000円 補助金 6,123,000円

初年度の事業であり、計画作むつ市産にんにくブランド力アップ事業（むつ市産にんにくブラ

付面積305aに対して、実績作付ンド力アップ事業費補助金）

面積305aと計画比100％の結果

にんにくは当市の新規就農者においても、畜産業を除く大半の者 となった。また、計画出荷量

が栽培に取り組むなど高収益作物として注目されている。青森県の 11,000kgに対して、実績出荷

にんにく栽培の先進地である県南地方では、イモグサレセンチュー 量12,203kgと計画比110％の結

などの病害虫被害が広がっており、まだその被害が少ない下北地方 果となった。これらの実績より、

は、新たな産地の候補となり得る可能性がある。むつ市が高収益の 計画どおりに事業実施ができた。

にんにく産地として、ブランド化できるチャンスとみて、にんにく また、にんにくの生産拡大等

の作付者に支援を行った。 に寄与し、ブランド力のアップ

を図ることができた。

事業主体 下北ベジタス出荷組合

事業内容 高収益にんにく産地のブランド化

補助金額 1,000,000円



- 72 -

事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

農 地 費 農業者及び地域住民が一体と多面的機能支払交付金

20,477,228 なった、生活環境の整備・保全

地域の資源保全に対する支援を行うため、地域の農業者及び住民 が継続して図られ、耕作放棄地

で行う活動に対して支援を行う。 の拡大防止及び農地の保全が図

られた。

・中野沢地域資源保全隊 209,580円

施設の維持管理費を支援する土地改良施設維持管理事業

ことにより、水田農業の持続的

土地改良区等の農業用施設の維持管理に係る経費に対する助成 生産に寄与した。

・むつ山辺沢土地改良区 350,000円

・土手内揚水機組合 342,534円

・川内町土地改良区 415,000円

・大畑土地改良区 700,000円

計 1,807,534円

林 業 振 興 費 森林経営計画の認定を受けるむつ市森林整備地域活動支援交付金

14,537,321 ことにより、森林の一体的、持

森林の有する多面的機能が十分に発揮されるよう、森林経営計画 続的な整備の促進が図られ、合

の作成を通じた計画的かつ適切な森林整備を図るため、同計画作成 理的な路網整備や間伐の集約化

に係る費用について交付金を交付する。 が推進される。

・事業主体 下北地方森林組合

・事業内容 森林経営計画作成促進

・交付金額 @38,000×73ha=2,774,000円

造 林 費 適切な森林整備により、森林直営造林事業

14,966,040 の有する公益的機能の発揮が図

市有林の間伐を行い、優良木の育成と森林の公益性の強化を図る。 られた。

・川内地区直営造林事業業務委託 5,940,000円

施業場所 むつ市川内町釜谷地内

施業面積 10.96ha

施業種別 定性間伐

間伐率 20％
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

水 産 振 興 費 ホタテガイやナマコが不調だむつ市漁業共済掛金補助金

42,585,989 たが、共済制度により、漁業損

漁業者の生産金額や漁獲金額が、不作･不漁により減少した場合 失を一定程度補い、経営の安定

の損失を補償する漁業共済への加入を促進し、漁業経営の安定に資 化に寄与した。

するために共済掛金の一部を補助する。

①特定養殖共済（ホタテ貝養殖業） 2,634,062円

事業主体：むつ市漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 19,914,005円× 5%（補助率）

≒ 951,314 円

事業主体：川内町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 24,123,339円× 5%（補助率）

≒ 1,204,163 円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 10,114,981円× 5%（補助率）

≒ 478,585 円

②養殖共済（さけ・ます養殖業） 12,096円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 120,960円×10%（補助率）

≒ 12,096 円

③漁獲共済 3,087,450円

・漁船漁業

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 7,937,746円×10%（補助率)

≒ 793,768 円

・定置漁業

事業主体：関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 4,959,424円× 5%（補助率）

≒ 247,965 円

事業主体：大畑町漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 13,627,203円×10%（補助率）

≒ 1,362,717 円

事業主体：脇野沢村漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 11,907,391円× 5%（補助率）

≒ 595,359 円

・こんぶをとる漁業

事業主体；関根浜漁業協同組合

補助金額：前年度純共済掛金 1,752,838円× 5%（補助率）

≒ 87,641 円

補助金総額：①＋②＋③＝ 5,733,608 円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

水 産 振 興 費 アユ、ヤマメの継続的な稚魚大畑地区各種種苗放流事業（むつ市水産業振興対策事業費補助金）

（続き） 放流により、大畑川には毎年多

ヤマメ、アユ、サクラマス、アワビ種苗放流に要する経費の一部 数の遊漁者が訪れており、観光

を補助し、水産資源の維持増大と漁業生産の安定を図る。 面での相乗効果もあるほか、ヤ

マメについては一部が降海しサ

①ヤマメ・アユ・サクラマス種苗放流事業費補助金 クラマスとなることから、サク

事業主体 大畑町漁業協同組合 ラマス幼魚の放流と併せて漁業

実施場所 大畑川本・支流（ヤマメ５か所、アユ３か所、サクラ 者の所得向上に寄与していると

マス１か所） 考えている。高値取引されるア

事 業 費 1,581,382円 ワビについても、安定した数量

事業内容 ヤマメ50,000尾、アユ110㎏、 の漁獲に寄与している。

サクラマス稚魚・幼魚30,000尾放流

補助金額 790,691円（定額）

②アワビ稚貝放流事業費補助金

事業主体 大畑町漁業協同組合

実施場所 赤川～孫次郎間地先

事 業 費 1,215,000円

事業内容 アワビ稚貝平均殻長30㎜ 15,000個放流

補助金額 600,000円（定額）

増殖場のモニタリング結果にナマコ資源増殖推進事業（むつ市水産業振興対策事業費補助金）

よると、ナマコ平均生息密度は、

ナマコの育成及び成長に適した基質(ホタテ貝殻)の敷設やナマコ むつ地区で１㎡あたり52.2個

種苗の放流をすることによりナマコ資源を増加させ、漁業所得の向 （対照区0.2個）、川内地区で

上を図るとともに安定した漁家経営を目指す。 3.8個（対照区0.7個）であり、

対照区の５倍以上の稚ナマコが

①事業主体 むつ市漁業協同組合 生息してることが効果としてわ

実施場所 むつ市大字奥内字浜奥内地先 かっている。

事 業 費 1,350,000円

事業内容 増殖場造成面積 2,500㎡ ※対照区：増殖場造成未着手の

ホタテ貝殻敷設量 82.5t 地点

補 助 率 1/2以内

補助金額 675,000円

②事業主体 川内町漁業協同組合

実施場所 むつ市川内町川内地先

事 業 費 2,600,000円

事業内容 ナマコ種苗購入・放流 32,300個

補 助 率 1/2以内

補助金額 1,300,000円

③事業主体 脇野沢村漁業協同組合

実施場所 むつ市脇野沢地先

事 業 費 1,363,636円

事業内容 稚ナマコ購入・放流12,200個

補助金額 600,000円

補助金総額 ①＋②＋③＝2,575,000円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

水 産 振 興 費 関根浜漁協のアワビの水揚量関根浜沿岸漁業振興対策事業（アワビ稚貝放流事業）

（続き） は毎年１ｔを超えており、本事

関根浜漁協が関根浜沿岸漁業振興基金を活用してアワビ稚貝放流 業により資源量が維持されてい

を行うことにより、資源の維持増大に努め、関根浜地区漁業者の経 るものと考えられる。

営安定を図る。

事業主体 関根浜漁業協同組合

実施場所 出戸・烏沢地先

事 業 費 1,117,800円

事業内容 アワビ稚貝平均殻長30㎜ 13,800個放流

補助金額 1,117,800円

衛生管理に対応し、また、効大畑町沿岸漁業振興対策事業

率的かつ安全な漁業操業を図る。

大畑町沿岸漁業振興基金を活用し、老朽化している簡易加工施設

の改修工事を実施し、もって大畑地区の漁業振興に資する。

事業主体 大畑町漁業協同組合

実施場所 大畑漁港

事 業 費 5,889,174円

事業内容 簡易加工施設改修工事

補助金額 5,889,174円

初年度開催ということで比較大畑漁港朝市開催事業（大畑漁港朝市開催事業費補助金）

できるものはないが、来場者数

獲れたてのむつ市のうまい魚を「朝市」という話題性に「ここで が3,705人であり、目標数の

しか味わえない、体験できない」という価値を加え、産業の魅力を 1,000人を大幅に超えたことか

発信し市内外から来客者を呼び込むことにより、まちに賑わいを創 ら、賑わいの創出や一次産業の

出し一次産業の発展を図る。 発展に寄与できた。

事業主体 大畑漁港朝市実行委員会

実施場所 大畑漁港

事 業 費 4,410,900円

事業内容 先進地視察、朝市開催

補助金額 4,359,000円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

漁 港 管 理 費 漁港漁場の調査設計等の業務青森県漁港漁場協会会費

16,140,012 が円滑に実施できた。

当市が会員となっている(一社)青森県漁港漁場協会の会費

会 費 額：2,154,000円

漁 港 施 設 老朽化した施設の機能を保全下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（大畑漁港）

整 備 費 することにより、施設の長寿命

72,389,100 事 業 費：70,000,000円 化及び更新コストの平準化・縮

負担割合：国5/10、県4/10、市1/10 減を図ることに寄与した。

市負担額：70,000,000円×1/10＝7,000,000円

事業内容：-3.0m泊地浚渫 A=1,900㎡他

老朽化した施設の機能を保全下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（正津川漁港）

することにより、施設の長寿命

事 業 費：65,000,000円 化及び更新コストの平準化・縮

負担割合：国5/10、県4/10、市1/10 減を図ることに寄与した。

市負担額：65,000,000円×1/10＝6,500,000円

事業内容：西防波堤 L=10.0m他

老朽化した施設の機能を保全下北地区水産物供給基盤機能保全事業負担金（脇野沢漁港）

することにより、施設の長寿命

事 業 費：20,000,000円 化及び更新コストの平準化・縮

負担割合：国5/10、県4/10、市1/10 減を図ることに寄与した。

市負担額：20,000,000円×1/10＝2,000,000円

事業内容：西防波堤 L=30.0m

漁港施設の耐震化により安定下北八戸沿岸地区漁港施設機能強化事業負担金（大畑漁港）

的な漁業活動が行え、防災機能

事 業 費：20,000,000円 の強化も図られた。

負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

市負担額：20,000,000円×1/10＝2,000,000円

事業内容：西護岸 測量及び試験費 N=1.0式

漁港施設の耐震化により安定陸奥湾沿岸地区漁港施設機能強化事業負担金（脇野沢漁港）

的な漁業活動が行え、防災機能

事 業 費：20,000,000円 の強化も図られた。

負担割合：国5/10、県4/10、市1/10

市負担額：20,000,000円×1/10＝2,000,000円

事業内容：護岸 機能診断 N=1.0式
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

漁 港 施 設 本事業により策定された機能むつ地区水産物供給基盤機能保全事業

整 備 費 保全計画書に基づき、計画的か

（続き） 事 業 費：46,123,000円 つ効率的な保全工事実施と、適

負担割合：国2/4、県1/4、市1/4 正な維持管理を行っていくこと

事業内容：(浜奥内漁港)設計業務 N=1.0式、 ができる。

-3.5m航路 A=1,010㎡

(角違漁港)設計業務 N=1.0式、

底質調査業務 N=1.0式、

-2.0m泊地 A=2,037㎡

本事業により策定された長寿むつ地区海岸堤防等老朽化対策事業

命化計画書に基づき、計画的か

事 業 費：5,632,000円 つ効率的な保全工事実施と、適

負担割合：国1/2、市1/2 正な維持管理を行っていくこと

事業内容：(関根漁港)長寿命化計画策定・調査業務 N=1.0式、 ができる。

(角違漁港)長寿命化計画策定・調査業務 N=1.0式

本事業により、漁具積込・運関根地区漁村再生交付金事業（関根漁港）

搬等の漁業活動の効率性の向上

事 業 費：25,003,000円 及び漁業就業環境の改善並びに

負担割合：国2/4、県1/4、市1/4 住宅地での悪臭等、生活環境の

事業内容：設計業務 N=1.0式、 改善が図られる。

用地護岸 L=20.0m

関 根 漁 港 施 設 本事業により、安定的な漁業むつ市地区漁港施設機能強化事業（関根漁港）

整 備 費 活動が行え、防災機能の強化も

95,450,771 事 業 費：70,202,000円 図られる。

負担割合：国2/4、県1/4、市1/4

事業内容：設計業務 N=1.0式、

第４西護岸 L=39.1m
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６．商工部門
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

商 工 振 興 費 地域経済の総合的振興のため商工団体の育成

（単位：円） 市内商工会議所や商工会が行う252,548,214

事業に対して補助金を拠出し、

団 体 名 補 助 金 事業運営の充実を図った。

む つ 商 工 会 議 所 ,718,0007

1,710,000むつ市川内町商工会

大 畑 町 商 工 会 1,890,000

合 計 ,00011,318

市内中小企業の融資の円滑化中小企業の金融対策

を図るため、市内取扱金融機関

○中小企業融資特別保証制度 及び商工組合中央金庫に対し、

・特別保証制度融資原資預託金 216,000,000円 原資預託を行ったほか、中小企

「事業活性化資金特別保証制度」 業者のための金融緩和、金融負

「小口資金特別保証制度」 担軽減に努めた。

・特別保証制度融資信用保証料負担金 12,543,076円

「小口・小口零細・創業」分保証料

特別保証制度利用状況

（単位：件、％）

小 口 事 業 活 性 化

年 度

件数 消化率 件数 消化率

平成27年度 116 77.1 51 87.9

平成28年度 132 86.9 56 91.2

平成29年度 124 75.6 37 52.9

平成30年度 103 74.4 27 44.2

令和元年度 77 58.7 38 54.8
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

2,270,000円 第２種放射線取扱主任者試験商 工 振 興 費 地域連携協議会負担金

（続き） 対策講習会の高校生受講者は前

地元企業、エネルギー事業者、研究機関等を会員とした「下北・ 年比６人増となったほか、３年

むつ市企業連携協議会」に負担金等を拠出するほか、第２種放射線 ぶりに現役高校生の合格者を輩

取扱主任者試験対策講習会に係る高校生分のテキスト代を市が負 出することができた。

担。

○下北・むつ市企業連携協議会会員数･･･55団体

※令和元年度末時点の１号会員数

○第２種放射線取扱主任者試験講習会

年 度 受講者数 合格者数

平成28年度 26 （15 ） 8 （1 ）人 人 人 人

平成29年度 16 （ 6 ） 4 （0 ）人 人 人 人

平成30年度 21 （ 7 ） 6 （0 ）人 人 人 人

令和元年度 21 （13 ） 2 （1 ）人 人 人 人

340人（126人） 78人（10人）
累 計

(平成22年度～)

（ ）うち高校生数
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

観 光 費 9,645,600円 地域経済の振興及び文化の向観光協会補助金

122,560,377 上に寄与することを目的に、む

○公益社団法人むつ市観光協会補助金 5,574,600円 つ市内の各観光協会に補助金を

補助対象事業 交付し、観光関連事業運営の充

・むつ桜まつり 実を図った。

・ミスおしまこ審査

・夏まつり（ポスター製作、ミスおしまこの派遣等）

・おしまこ流し踊り

・観光客誘致

（花火大会、水源池公園ライトアップ等）

・下北ジオパークin上野動物園出展

○川内町観光協会補助金 1,485,000円

補助対象事業

・かわうち夏まつり（やまめつかみどり等）

・かわうちうまいもん祭り

・花火大会

・特産品開発イベント

・広告宣伝

○大畑町観光協会補助金 930,000円

補助対象事業

・さくらまつり

・紅葉まつり

・大畑どんど焼き

・ホームページによる情報発信

・大畑観光スポット発掘

○むつ市脇野沢地区観光協会補助金 1,656,000円

補助対象事業

・桜まつり

・夏まつり

・特産品即売PRイベント

（麺恋フェスタ、かさまいまつり、10市大祭典ほか）

・宿泊業育成事業

・年末イルミネーション

12,341,708円 早掛レイクサイドヒルキャン観光施設管理費（むつ地区）

プ場は、指定管理者制度によ

恐山休憩所、冷水公衆トイレ、観光道路、斗南藩史跡地等のほか り、施設の管理運営に係る経費

指定管理施設である早掛レイクサイドヒルキャンプ場等、むつ地区 節減を図ったほか、地域住民等

観光施設の管理に係る経費 に保養と休養の場を提供し、健

康増進施設や観光交流施設とし

・需 用 費 430,686円 て利用者に対するサービスの向

・役 務 費 282,930円 上を図り、地域の福祉増進及び

・委 託 料 10,917,210円 観光振興に努めた。

・うち、指定管理料 7,205,000円 また、老朽化する各施設の管

指定管理者 むつ商工会議所 理に係る業務委託や必要な修繕

指定管理施設 早掛レイクサイドヒルキャンプ場 により、適正な管理に努めた。

・使用料及び賃借料 2,402円

・工事請負費 708,480円

恐山休憩所仮設給水工事 708,480円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

観 光 費 21,116,691円 ふれあい温泉川内等の川内地観光施設管理費（川内地区）

（続き） 区４施設は、指定管理者制度に

川内川渓谷遊歩道、陶芸センター、野平高原キャンプ場のほか、 より、施設の管理運営に係る経

指定管理施設であるふれあい温泉川内、湯野川温泉濃々園、野平高 費節減を図ったほか、地域住民

原交流センター、まちの駅かわうち等、川内地区観光施設の管理に 等に保養と休養の場を提供し、

係る経費 健康増進施設や観光交流施設と

して利用者に対するサービスの

・需 用 費 1,035,069円 向上を図り、地域の福祉増進及

・役 務 費 127,385円 び観光振興に努めた。

・委 託 料 19,858,215円 また、老朽化する各施設の管

・うち、指定管理料 12,959,000円 理に係る業務委託や必要な修繕

指定管理者 むつ市川内町商工会 により、適正な管理に努めた。

指定管理施設 ①ふれあい温泉川内

②湯野川温泉濃々園

③野平高原交流センター

④まちの駅かわうち

・使用料及び賃借料 3,000円

・原材料費 93,022円

12,748,350円 薬研温泉露天風呂・奥薬研修観光施設管理費（大畑地区）

景公園は、指定管理者制度によ

薬研野営場、ポケットパークのほか、指定管理施設である薬研温 り、施設の管理運営に係る経費

泉露天風呂、奥薬研修景公園等、大畑地区観光施設の管理に係る経 節減を図ったほか、地域住民等

費 に保養と休養の場を提供し、健

康増進施設や観光交流施設とし

・需 用 費 1,371,122円 て利用者に対するサービスの向

・役 務 費 493,041円 上を図り、地域の福祉増進及び

・委 託 料 10,778,933円 観光振興に努めた。

・うち、指定管理料 5,613,000円 また、老朽化する各施設の管

指定管理者 大信産業有限会社 理に係る業務委託や必要な修繕

指定管理施設 ①薬研温泉露天風呂 により、適正な管理に努めた。

②奥薬研修景公園

・使用料及び賃借料 105,254円

9,502,213円 リフレッシュセンター鱈の里観光施設管理費（脇野沢地区）

及び脇野沢野営場は、指定管理

脇野沢流通センター、愛宕山海水浴場、愛宕山公園公衆トイレ、 者制度により、施設の管理運営

九艘泊公衆トイレのほか、指定管理施設であるリフレッシュセンタ に係る経費節減を図ったほか、

ー鱈の里及び脇野沢野営場等、脇野沢地区観光施設の管理に係る経 観光交流施設として利用者に対

費 するサービスの向上を図り、地

域の観光振興に努めた。

・需 用 費 1,173,786円 また、老朽化する各施設の管

・役 務 費 5,400円 理に係る業務委託や必要な修繕

・委 託 料 8,020,898円 により、適正な管理に努めた。

・うち、指定管理料 6,507,000円

指定管理者 むつ市脇野沢農業振興公社

指定管理施設 ①リフレッシュセンター鱈の里

②脇野沢野営場

・使用料及び賃借料 282,129円

・負担金補助及び交付金 20,000円



- 85 -

事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

観 光 費 2,488,470円 令和２年10月に予定している夜景観光推進事業

（続き） 「全国夜景サミットinむつ」の

夜景サミットinむつ実行委員会への負担金及び「全国夜景サミッ 開催に向け、市内各関係団体で

トin静岡」への参加に要する経費 組織する実行委員会と連携しな

がら観光宿泊者数の増加に努め

・旅 費 677,020円 るとともに、受入体制の整備に

・需 要 費 551,750円 努めた。

・委 託 料 596,700円

・負担金補助及び交付金 663,000円

2,200,000円 クルーズ船「飛鳥Ⅱ」の受入クルーズ客船歓迎事業

歓迎イベントの実施（９月）に

クルーズ客船受入事業を担うみなとオアシスおおみなと観光振興 より、乗船客への観光PRを行っ

事業実行委員会への負担金にかかる経費 たほか、メディアでの取り上げ

により地域の知名度向上に努め

・負担金補助及び交付金 2,200,000円 た。

11,460,368円 集落支援員を雇用・配置した脇野沢温泉維持管理事業

ことで地域住民との協働による

むつ市コミュニティセントー脇野沢温泉の管理のほか、運営管理 温泉運営及び管理を行うととも

を行う集落支援員の報酬及び集落支援員とともに管理運営の補助を に、コミュニティスペースを活

行う地域運営組織「わきのさわ温泉湯好会」が行う事業等に要する 用したイベント等を行い地域活

経費 性化に努めた。

・報 酬 3,110,400円

・旅 費 96,533円

・需 用 費 5,454,741円

・役 務 費 275,772円

・委 託 料 1,622,922円

・負担金補助及び交付金 900,000円

消 費 者 行 政 特殊詐欺防止対策のため、ナ特殊詐欺等被害防止機器設置補助金

推 進 費 ンバーディスプレイ機能や録音

4,571,198 市内で「還付金詐欺」に係る不審電話や、市民の個人情報を聞き 機能のついた電話機器を購入す

だそうとする不審電話が市内高齢者を中心に頻発していることか るきっかけとなったと好評を得

ら、特殊詐欺被害を未然に防ぐ機能を持つ機器（ナンバーディスプ ている。

レイ等）の購入費用を補助し、被害の未然防止及び市民の安全な生

活環境の構築を目的に令和元年９月１日より事業を開始。

○特殊詐欺等被害防止機器設置補助金交付実績

むつ地区 29人 133,100円

川内地区 4人 20,000円

大畑地区 3人 14,800円

合 計 36人 167,900円
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事 業 項 目 及 び

（決算額） 実 績 内 容 事 業 効 果事業費

円

むつ来さまい館 59,306,000円 指定管理制度により、施設のむつ来さまい館等３施設指定管理料

等 管 理 費 管理運営に係る経費節減を図っ

指定管理者が工夫を凝74,602,265 ・指定管理者 むつ商工会議所 たほか、

らし主催した各種イベント等は・指定管理施設 むつ来さまい館、むつ下北観光物産館、

施設本来の設置目的である地域むつ市イベント広場

活性化に貢献した。・施設利用者 令和元年度 97,045人

11,501,600円 むつ下北観光物産館の下水道指定管理施設改修事業

接続工事のほか、経年劣化によ

むつ下北観光物産館（まさかりプラザ）の改修に係る事業 る雨漏りを防止するための補修

・下水道接続工事 10,610,600円 工事を行った。

・防水補修工事 891,000円

産 業 振 興 費 イベントを通して一次産品の「むつ市のうまいは日本一！」推進プロジェクト事業「地産地消

26,307,813 1,500,000円 消費拡大や食の安全安心など、運動推進費」

率先して地産地消運動を進めた。（Thanks giving 60）

むつ市地産地消運動協力店感謝祭を市制施行60周年記念イベント

及びむつ産業まつりと同時開催し、物産の販売、企業ＰＲの場のほ

か、市民ステージ発表の場を設けるなど、参加しやすいイベントと

し、地産地消運動を推進することを目的とする。

○Thanks giving 60実行委員会負担金 1,500,000円

・参加団体：48団体

・来場者数：15,290人

むつ市からは４事業者が出展「むつ市のうまいは日本一！」推進プロジェクト事業「全国販路

2,472,600円 し、商談成立など事業者にとっ開拓支援事業」

て販路拡大に効果があった。ま（スーパーマーケットトレードショー）

た、事前研修や出店後の研修に

国内最大規模の食品商談展示会である「スーパーマーケットトレ 参加することで、今後の事業の

ードショー」に出展することで、小規模でも安定した取引を持続さ 方向性の改善につながり、販売

せ供給量の少なさをカバーしつつ販路を拡大すること、販売力の向 力の向上と競争力の強化にも効

上と競争力の強化を目的とする。 果があった。

・旅費 1,003,800円

・スーパーマーケットトレードショー実行委員会負担金

1,468,800円

・参加事業者：4事業者

・新規商談成立件数：14件

4,230,000円 まさかりプラザ及びJR大湊線公益社団法人下北物産協会補助金

下北駅前の直営売店で取り扱う

むつ下北地域の特産品やお土産品等を市内外に幅広くPRすること 地域産品の幅を広げ、販促を図

により、観光客の増加や地域産品の消費拡大につなげ、地域経済の った。また、「しもきた冬まつ

活性化を図ることを目的に補助金を交付した。 り」では、下北ジオパークとの

連動企画とすることで、集客効

○補助対象事業 果があった。

・まさかりプラザ下北駅前店販売強化事業

・ 寒さに挑戦 しもきた冬まつり」開催「
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円

産 業 振 興 費 2,956,400円 大湊海自カレーは大湊基地所地域特産品活用促進事業

（続き） 属の10部隊のカレーを提供でき（大湊海自カレー・大湊Ｓｏｒａ空っ！）

るように取り組み、全国で総監

むつ市の新たなご当地グルメとして、海上自衛隊大湊基地所属の 部の存在する各地域の海自カレ

艦艇等で提供されているカレーと、航空自衛隊第４２警戒群の部隊 ー普及組織等と連携しイベント

内で提供されているから揚げをむつ市内飲食店で提供する事業を展 を実施、普及啓発に努めた。

開することで、観光交流人口の拡大による地域活性化につなげるこ 大湊Sora空っ！についても、

とを目的とする。事業の運営主体である普及会の活動支援を目的に 静浜基地との共同メニュー開発

負担金を支出した。 を実施したほか、市内外のイベ

ント等に積極的に出店し、普及

・旅費 502,480円 啓発に努めた。

・大湊海自カレー普及会負担金 1,200,000円

【事業実績】

令和元年度テッパンプレートカレー提供数 13,186食

・主な活動内容

よこすかカレーフェスティバル出店 約 500食完売

海上自衛隊大湊マリンフェスタ出店 約1,000食完売

Fleetweek2019横浜カレーフェス 約1,000食完売

大湊自衛隊グルメフェス２０１９開催 約 800人来場

・旅費 253,920円

・大湊Ｓｏｒａ空っ！普及会負担金 1,000,000円

【事業実績】

令和元年度大湊Ｓｏｒａ空っ！提供数 22,019食

・主な活動内容

航空自衛隊大湊分屯基地盆踊り大会出店 約 800食発売

Thanks giving 60出店 約1,000食発売

あおもり１０市大祭典inつがる市出店 約1,800食発売

大湊自衛隊グルメフェス２０１９開催 約 800人来場

2,394,950円 シンガポールにおいて開催さむつ市のうまい！ステップアップ事業

れた「Umai!! Aomori Food Fair（ Umai!! Aomori Food Fair 2019 ）「 」

2019」では、地下鉄駅のコンコ

販路開拓・拡大、市特産品の高付加価値化など、地産地消や地産 ースにおいてトップセールスを

外商を積極的に推進し、「稼げる地域」の実現に向けてステップア 実施し好評を得たほか、現地の

ップするため、国内外の商談会や見本市等への出展・参加、新商品 日本食レストラン「SUN with

開発及び既存商品のブラッシュアップ等を行う市内事業者への支援 MOON」において青森フェアを開

を目的とする。 催した。一か月以上の長きに渡

って地域産品をメニューとして

提供し、レギュラーメニューと

○「Umai!! Aomori Food Fair 2019」の開催 して採用されたものもあった。

東南アジアマーケットのショーケース、ゲートウェイとしての役

割を担う国際都市シンガポールで販路開拓の足がかりを図るため、

物産・観光プロモーションイベントやレストランフェア、商談会等

を開催し、海外ビジネスにチャレンジする市内事業所の取組加速と

支援を行うとともに、地域の魅力も発信した。

・旅費 2,194,950円

・実行委員会負担金 200,000円

参加事業者数：3事業者

新規商談成立件数：5件
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北 の 防 人 22,968,895円 北の防人大湊地区の安渡館、北の防人管理費

管 理 費 海望館、みどりのさきもり館、

31,219,123 北の防人大湊安渡館、海望館、みどりのさきもり館、弐番館、水 弐番館及び水源池公園を一帯で

源池公園の管理に係る経費 管理運営することによる経費節

減と大湊地区への集客及び賑わ

・旅 費 50,616円 いの創出に努めた。

・需 用 費 6,192,764円

・役 務 費 1,177,324円

・委 託 料 15,145,017円

・使用料及び賃借料 209,061円

・原材料費 27,973円

・備品購入費 166,140円

○来館者数 (単位：人)

令和元年度－30年度平成29年度 平成30年度 令和元年度

安渡館 79,939 81,592 78,332 ▲3,260

海望館 56,005 57,123 54,840 ▲2,283

計 135,944 138,715 133,172 ▲5,543


